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西川潤教授著作目録
[単著]
1. 『アフリカの非植民地化』 (叢書現代のアジア｡アフリカ. 9)三省堂, 1971.10
2. 『アフリカの独立』 (ドキュメント現代史�"12)平凡社, 1973.4







9. 『第三世界の歩み』 (中公新書)中央公論社, 1976.ll
10. 『第三世界の構造と動態』 (中公叢書)中央公論社, 1977.4
11. 『不確定時代の選択: 80年代の秩序を求めて』ダイヤモンド社, 1978.5
12. 『経済発展の理論』第2版,日本評論社, 1978.6
13. 『南北問題』 (NHKブックス: 340)日本放送出版協会, 1979.4
14. 『国際関係を見る眼』第-巻｢80年代･予兆と底流｣,第二巻｢崩壊する(支配と従属)｣,第三
巻｢平和と　くもうひとっの発展)｣,ダイヤモンド社, 1979-80
15. 『貧困』 (岩波ブックレット: No18)岩波書店, 1983.6
16. 『人口』 (岩波ブックレット: No22)岩波書店, 1983.9
17. 『食糧』 (岩波ブックレット: No27)岩波書店1983.12
18. 『世界経済をみる目』 (NHK市民大学),日本放送出版協会, 1984.10
19. 『飢えの構造』増補改訂版,ダイヤモンド社, 1984.12
20. 『第三世界と平和』 (平和研究叢書: 4),早稲田大学出版部, 1987.5
21. 『世界経済入門』 (岩波新書),岩波書店, 1988.2
22. 『世界経済入門』第2版(岩波新書),岩波書店, 1991.6
23. 『貧困』新版(岩波ブックレット: No347),岩波書店, 1994.6
24. 『人口』新版(岩波ブックレット: No348),岩波書店, 1994.6
25. 『食料』新版(岩波ブックレット: No349),岩波書店, 1994.6







1. ASEAN and the United Nations System, The United Nations (Sales No. E. 83. XV. RS/9),
1983
2. Development and Happiness-Learning the "Spiritual Wealth" from Asia, COE-CAS, Waseda
University, WP NO. 9, 2004. 4
3. Human Beings and Development-Toward a World where Every Life can Live Together, The
Way ofEndogenous Developmen卜, COE-CAS, Waseda University, WP NO. 21, 2005. 4
[仏文単著]
1. Le mod主Ie dるdevelopment au Japon. Examen d'une int eraction ecomonique et sociale,

































1. Growth and Resources Problems Related to Japan, Proceedings of Session VI of the 5th
Congress of the International Economic Association held in Tokyo, Japan, Asahi Evening
News,1978
2. Women in a Changing World, Asahi Shinbun/Asahi International Symposium, 1986
3. Regional Economic Strategies in East Asia. A Comparative Perspective, Ed. By F. Giploux,
Maison Franco-Japonaise, Tokyo, 1 994
[西文共著]
1. Les Retos de la Globalization. Ensayos en homenaje a Theotonio Dos Santos, ed. por F. L.









8. 『開放中国国際化のゆくえ』 (環日本海叢書:別巻),有信望高文社, 1995.8
9, 『ェコノミストを知る事典』日本実業出版社, 1996.9


















1. E. J. Dounlle-Feer et J. Nishikawa (呑d.), La丞nance et la monnaie a I age de la mondialisa-





























2. ｢カルヴァン経済思想の成立｣ (早稲田大学大学院経済学研究科修士論文), 1961. 1
3. ｢ドゴールと人民の距離-ゆらぐ第五共和制の背景｣ 『ェコノミスト』 46(23),毎日新聞社,
1968.6.4
4. ｢フランスは南北のかけ橋になれるか-民族重視のドゴール主義｣ 『朝日ジャーナル』 10(24),
朝日新聞社, 1968.6.15
5. ｢スチューデント･パワーー1-フランスー上一新しい奴隷づくりに抗して｣『朝日ジャーナル』
10(26), 1968. 6. 23
6. ｢技術革新時代の市民国家像[フランス]｣ 『世界』 273号,岩波書店, 1968.8




9. ｢なぜノンを突きつけられたか一魅力薄れた地方制度改革案｣ 『ェコノミスト』 47(20), 1969.5.
13
10. ｢ドゴール以後のフランス｣ 『中央公論』 84(7),中央公論新社, 1969.7
11. ｢西欧的近代とは何か｣ 『別冊潮』 14号,潮出版社, 1969.8
12. ｢17世紀フランスの対外膨張思想-デュ･ノワイエ｡ド｡サンマルタンの王立会社思想[付著
作目録(主要公刊小冊子類) ]｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 218号,早稲田大学政治経済学会,
1968.8
13. ｢第三世界は告発する｣ 『中央公論』 84(9), 1969.9
14. ｢全共闘運動のゆくえ｣ 『潮』 119号,潮出版社, 1969.ll
15. ｢ビアフラ戦争が予言するもの｣ 『中央公論』 85(6), 1970.6
-184-
16. ｢経済支配から友好援助への選択｣ 『別冊潮』 18号, 1970.7
17. ｢ポリティーク派に見る市民社会の要求-フランス絶対主義成立期における政策主体｣ 『早稲田
政治経済学雑誌』 224-225号, 1970. 10
18. ｢奇妙なコスモポリックな都市で-『Z』｣ 『映画評論』 27(ll),新映画, 1970.ll
19. ｢現代の権力メカニズムの告発一映画｢Z｣の監督コスタ･ガブラスとの対話から｣ 『潮』 134
号, 1970.12
20. ｢エジプトー試練に立っ"非資本主義"の道｣ 『世界』 303号, 1971.2
21. ｢解説･『先進国』と『後進国』｣ 『日本の将来』 1971(1),潮出版社, 1971.5
22. ｢キューバ-一つの経済発展一第三世界の未来を先取り一上-12年間の経済変化｣ 『ェコノミ
スト』 49(27), 1971.7.6




25. ｢プロテスタント派における歴史認識の転換｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 228号, 1971.10
26. ｢現実性帯びる"円経済圏"構想｣ 『朝日ジャーナル』 13(39), 1971.10.15
27. ｢国際通貨危機と低開発国(特集･通貨危機と革新の立場)｣ 『現代の理論』 8(ll),現代の理論
社, 1971.ll
28. ｢自主管理の思想｣ 『別冊経済評論』 7号,日本評論社, 1971.ll
29. ｢ヤン･ティンベルへン-人と思想｣薬師寺明久と, 『経済セミナー』 196号,日本評論社,
1971.12
30. ｢アジア分断へ進む日米資本(特集･私たちはアジアを知らない)｣ 『朝日ジャーナル』 14(2),
1972.1.14
31, ｢中国と中小国一国連参加後の展望｣ 『公明』 112号, 1972.2
32. ｢先鋭化する南北対立｣ 『別冊経済評論』 8号, 1972.2
33. ｢70年代アジアと日本の選択｣ 『日本の将来』 1972年(1), 1972.2
34. ｢第三世界の構造と動態一新しい世界秩序を求めて｣ 『世界』 317号, 1972.4
35. ｢新次元を画する南北問題-『挫折の10年』からの転換へ｣ 『ェコノミスト』 50(16), 1972.5
36. ｢UNCTAD-南北問題の新局面｣ 『経済セミナー』 204号, 1972.7
37. ｢『新しい国際分業』論の虚構一貫徹する産業･輸出優先主義｣ 『ェコノミスト』 50(34), 1972.8.
10
38. ｢転換期の経済外交一支配の論理から平等互恵の論理へ｣ 『公明』 119号,公明党機関紙局,
1972.9
39. ｢多Eg籍企業と低開発国｣ 『経済評論』 22(1), 1973, 1





43. ｢搾取強化に走る多国籍企業一連帯呼びかけた東南ア労組大会｣ 『ェコノミスト』 51(19), 1973.
5.8
44. ｢資源ナショナリズムの展開｣ 『公明』 129号, 1973.6
45. ｢第三世界と多国籍企業-チリの世界労働集会にみる｣ 『朝日ジャーナル』 15(28), 1973.7.20
46. ｢『ェネルギ-危機』の構造｣ 『世界』 333号, 1973.8
47. ｢緑の革命の成果と限界｣ 『経済評論』 22(10), 1973.9
48. ｢飢えの構造一政治経済学的考察｣ 『中央公論』 88(9), 1973. 9
49. ｢チリ社会主義の3年間｣ 『朝日ジャーナル』 15(38), 1973.9.28
50. ｢チリの反革命と第三世界-アジェンデ政権崩壊の教訓｣ 『ェコノミスト』 51(44), 1973.10.23
51. ｢チリ人民連合政権の崩壊｣ 『公明』 135号, 1973.ll
52. ｢アジェンデ政権はなぜ崩壊したか-チリ内部の四つの資料による解明｣ 『中央公論』 88(ll),
1973.ll
53. ｢燃える中東と第三世界｣ 『潮』 174号, 1973.12
54. ｢南北問題と国際緊張-『近代化論』に代わる接近を｣ 『世界』 340号, 1974.3
55. ｢経済発展論一学史的考察1-12｣ 『経済セミナー』 229-242号, 1974.4-1975.3
56. ｢東南アジア経済論-自立への展望とその障害｣ 『世界』 343号, 1974.6
57. ｢資源戦略の新段階一前篇-｣ 『中央公論』 89(6), 1974. 6
58. ｢第四世界の出現(資源戦略の新段階一後-)｣ 『中央公論』 89(7), 1974. 7
59. ｢飢えと人類の未来(展望)｣ 『展望』 190号,筑摩書房, 1974.10
60. ｢中国の印象一三つの主題(最近の中国)｣ 『公明』 149号, 1974.10
61. ｢『批林批孔』の中国を旅して｣ 『潮』 184･185号, 1974.10-ll
62. ｢申臥ま第三世界のモデルとなるか｣ 『中央公論』 89(12), 1974. 12
63. ｢平和研究と南北問題一経済学からの視角(平和研究への一視点〔焦点〕)｣ 『国際問題』 177号,
1974.12
64. ｢中国モデルと第3世界｣ 『中国研究月報』 322号,社団法人中国研究所, 1974. 12.25
65. ｢食糧危機と第3世界一問われる日本の食糧政策｣ 『公明』 153号, 1975.2
66. ｢資源ナショナリズムと日本の対応-資源獲得政策では世界経済の変化に対応できない｣ 『世界
経済評論』 19(5),世界経済研究協会, 1975.5
67. ｢第三世界の経済自立思想-サミール｡アミン『不均等発展』 (思想と潮流)｣ 『朝日ジャーナル』




69. ｢開発途上国における技術選択一技術移転と自力更生｣ 『経済評論』 24(9), 1975. 9
70. ｢多国籍企業首脳会見記(『大転換』という視点から(特集))｣ 『中央公論』 90(9), 1975.9
71. ｢資本主義の危機への回答-シェレ-ヌ会議に出席して｣ 『月刊社会党』 225号,日本社会党中
央本部機関紙局, 1975.9
72. ｢資源ナショナリズムと日本の対応(世界経済の混迷と再編成-その現状分析と政策的視角)｣
『国際経済』 26号,国際経済学会, 1975. 10
73. ｢フランス社会主義の方向(転形期の欧州社会主義(特集))｣ 『世界』 359号, 1975. 10
74. ｢核開発と第3世界(完全核軍縮への新しい構想一第25回パグウォッシュ･シンポジウムの記
録(特集))｣ 『世界』 361号, 1975.12
75. ｢かけ声ばかりの三木南北外交一散棄された自主外交路線(どこをめざす三木内閣の経済政策
(特集))｣ 『ェコノミスト』 53(55), 1975.12.16
76. ｢F.ペルーの低開発経済論｣ 『社会科学討究』 21(2),早稲田大学社会科学研究所, 1976. 1
77. ｢主体思想で躍進する北朝鮮経済-中ソと異なる独自路線の展開(流動化する社会主義路線(特
集))｣ 『朝日ジャーナル』 18(2), 1976.1.16
78. ｢朝鮮半島訪問記｣上･下『公明』 166�"167号, 1976.1-2
79. ｢北朝鮮の経済発展｣ 1-4 『世界』 363-367号1976.2-6
80. ｢今日の南北問題-その意義と展望(南北問題と日本の将来(特集))｣ 『公明』 364号, 1976.3
81. ｢多国籍企業の行動と論理((特集)建国200年アメリカの光と影)｣ 『潮』 205号, 1976.7
82. ｢多国籍企業規制の意味一小宮氏の批判に答える｣ 『経済セミナー』 259号, 1976.8
83. ｢日本経済における"資源制約"問題｣ 『早稲田政治経済学維誌』 252号, 1977.10
84. ｢第三世界でぶつかる日米一避けられぬ新国際経済秩序への道(日米経済関係のすべて)｣ 『ェコ
ノミスト』 55(44),1977.10.20




87. ｢直接投資と開発途上国一小宮氏の現代総研『提言』への批判をめぐって｣ 『経済セミナー』 275
号, 1977.12
88. ｢チリ一四年目の顔一自由化と弾圧のはぎまで｣ 『世界』 385号, 1977.12
89. ｢東南アジア諸国工業化の実態参考- "Free Trade Zones & Industrialization of Asia", Spe-
cialissueofAMPO,vol.8,no.4& vol. 9,nos.卜2, 1977から(思想と潮流)｣ 『朝日ジャーナ
ル』 19(50), 1977. 12.9
90. ｢海図なき時代への出発一新国際経済秩序の表と裏｣ 『中央公論』 93(1), 1978. 1
91. ｢新国際秩序と我々の選択-世界不況下の第三世界をみる｣ 『世界』 389号, 1978.4
92. ｢平和研究の発展のために一会長に就任して｣ 『平和研究』 3号,日本平和学会, 1978.5
-187-
93. ｢『四項目』見解に思う〔｢公明新聞｣ 52.3.17より転載〕｣ 『公明』 195号, 1978.5
94. ｢第三世界と軍縮｣ 『世界』 391号, 1978.6
95. ｢"もうひとっの発展"への挑戦一新国際秩序形成への胎動-'68-78年と未来｣『朝日ジャーナ
ル』 20(24), 1978.6. 16
96. ｢新しい情報秩序の可能性を求めて-もう一つのナショナリズムのせめぎあい｣ 『潮』 230号,
1978.7
97. ｢発展途上国の動きと日本経済(シリーズ｡日本経済の進路を問う-2-)｣ 『農業協同組合』 24
(7),全国農業協同組合中央会, 1978.7
98. ｢多国籍企業と新国際秩序｣ 『経済評論』 27(9), 1978.9
99. ｢"もう一つの発展"現実化への模索｣ 『中央公論』 93(9), 1978.9
100. ｢日本対外膨張恩想の成立一西原借款の経済思想｣正田健一郎編『近代日本の東南アジア観』ア
ジア経済研究所, 1978.ll
101. ｢国際関係を見る眼｣ 1-12 『公明』 200号-213号, 1978.10-1979.ll




104. ｢三〇〇万人の大学-21-沖縄大学- ``非エリート大学"の心意気｣ 『朝日ジャーナル』 21(9),
1979.8.10
105. ｢経済協力(経済｡時事問答)｣ 『経済セミナー』 296号, 1979.9
106. ｢もうひとっの発展の可能性-日本の場合｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 216号, 1980. 1
107. ｢ポスト石油の中東世界一新国際秩序形成のために｣ 『世界』 413号, 1980.4
108. ｢日本とタイーもうひとっの関係｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 262号, 1980.4
109. ｢新国際秩序の一環としての新情報秩序｣ 『新聞研究』 347号,日本新聞協会, 1980.6
110. ｢八〇年代南北問題の展開と国際協カー先進国の新たな対応の方向を求めて｣ 『世界経済評論』
24(7), 1980. 7
111. ｢女性解放と平和の展望｣ 『世界』 418号, 1980.9
112. ｢新国際経済秩序と内発的発展一自力更生の政治経済学｣ 『平和研究』 5号, 1980.9
113. ｢自力更生の政治経済学一新国際経済秩序における国内資源動員問題について｣ 『経済評論』 29
(10), 1980. 10
114. ｢国際経済秩序の転換と日本経済の進路｣ 『協同組合経済研究月報』 325号,協同組合経営研究
所, 1980.10
115. ｢ナショナリズムへの挑戦…『世界主義』へ進展させる視点は何か(混迷の時代をどう超える
か)｣ 『公明』 227号, 1980.12
116. ｢自力更生の政治経済学一新国際経済秩序における国内資源動員の問題について｣ 『早稲田政治
188-
経済学雑誌』 265号, 1981. 1
117. ｢アジアの国とことば一近くて遠い国々-アジアを理解する三つの原則｣ 『朝日ジャーナル』 23
(12), 1981.3.25
118. ｢21世紀の世界像と日本外交｣ 『公明』 231号, 1981.4
119. ｢日本の海外投資と発展途上国｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 266-267号, 1981.7
120. ｢世界経済の将来像｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 268号, 1981. 10
121. ｢日本の役割とは何か｣ 『公明』 245号, 1982.6
122. ｢南北問題と平和の戦略｣ 『公明』 258号, 1983.7
123. ｢カリブ海の小国グレナダ訪問記- ``香料の島"から脱却できるか｣ 『ェコノミスト』 61(32),
1983.8.9
124. ｢軍拡競争と第三世界一日本の責務を考える｣ 『世界』 441号, 1982. 10
125. ｢従属理論の新展開-サミール･アミンにおける低開発国の経済自立論｣ 『早稲田政治経済学雑
誌』 270-272号, 1983.10
126. ｢深釧･慶門経済特別区を行く一香港返還･台湾統一への地ならし｣ 『ェコノミスト』 61(42),
1983.10.ll
127. ｢新国際経済秩序の問題点｣ 『経済セミナー』 346号, 1983.ll
128. ｢最近の世界政治経済について｣ 『協同組合経営研究月報』 362号, 1983. ll
129. ｢南南協力と中国｣ 『早稲田政治経済学』 275号, 1983. 12
130. ｢グレナダ報道と真実｣ 『世界』 458号, 1984.1
131. ｢米国の『裏庭』意識に振り回される-カトリック,中道勢力の動きがカギ(中米･カリブ海)｣
『世界週報』 65(1),時事通信社, 1984. 1.3
132. ｢北京南南シンポジウムの意味するもの｣ 『アジア経済旬報』 (1286),社団法人中国研究所,
1984.2.ll
133. ｢地域秩序と平和｣ 『早稲田政治経済学雑誌』 276-277号, 1984.3
134. ｢国際交流の拠点としての大学｣ 『早稲田フォーラム』 No.44,Winter 1984
135. ｢転換期の中国民族政策｣ 『世界』 466号, 1984.9
136. ｢平和と開発- 『広島･長崎･沖縄』の意味｣ 『平和研究』 9号, 1984.ll
137. ｢第三世界から見た累積債務問題一途上国の発展路線を展望する｣ 『ェコノミスト』 62(53),
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